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概要：データベース出版社が実施するウェビナー（Webinar = ウェブ・セミナーの省略形）は、受

講場所を問わない利便性が評価されるが、初心者には対面講習会が好まれる場合もある。広島大学

中央図書館では、トムソン・ロイター社提供のウェビナーにおいて、図書館会場と講師とのリアル

タイムな音声対話を実現し、図書館員がコンピュータ操作およびコミュニケーションを補助するフ

ァシリテーターとなる講習会を実施したので、一事例として報告する。 
 
1  はじめに 

データベース出版社等から講師を各大学へ派

遣して実施する対面型講習会に代わるものとして、

Web を利用して開催されるデータベース講習会が

増えている。このような Web を利用して開催する

セミナーは、ウェビナー（ウェブ・セミナーの省

略形）と呼ばれる。データベース出版社等により

開催されるデータベースのウェビナーはインター

ネットにアクセスさえできれば参加できるという

利便性から、開催数、参加者数、参加者所属機関

数いずれも増加している。しかし一方で、コンピ

ュータ操作やエラーへの対応に不安のある初心者

には、従来の対面型講習会の方が好まれる場合も

ある。 
広島大学中央図書館では、シスコシステムズ

の Web 会議システム CISCO WebEx（以下、

WebEx）を利用してトムソン・ロイター社が提供

しているウェビナー1)の一つ、「Web of Knowledge
インターネット講習会」について、ウェビナーの

「どこでも受講できる」というメリットを活かし

ながら、図書館会場も設置して講習会を実施した。

図書館会場では、講師と会場とを音声で結び、図

書館員がコンピュータの操作の補助を行うととも

に、講師と参加者のコミュニケーションを補助す

るファシリテーターの役割を勤めた。 
本稿は、図書館員がファシリテーターとしての

役割を担うことで、リアルタイムの音声対話によ

る講師と受講者のコミュニケーションを促進し、

かつ受講者の負担感を軽減し受講効果を上げるこ

とができたウェビナーの事例報告である。 

2  背景 
2.1大学図書館によるデータベース講習会 

広島大学中央図書館では、図書館利用教育に

外国語文献データベースの利用指導は必要である

という認識のもとに、毎学期開催する図書館定期

講習会において、主として初心者レベルの利用者

を対象に、ログインの方法から始め、初歩的な文

献検索方法等を教えている。トムソン・ロイター

提供の Web of Knowledge については、文献デー

タベース Web of Science を別の外国語文献データ

ベースとあわせて学ぶ「外国語データベースコー

ス」と、文献データ管理ツール EndNote Web を

一から学ぶ「論文執筆お助けツール EndNote Web
入門コース」の 2 種類がある。どちらも初心者を

対象とするコースであり、定期講習会プログラム

のひとつとして毎学期 2-3 回実施している。 
図書館定期講習会では、この他にも多数のコー

スを提供している。各コースの実施回数は、時間

的な制約から 2-3 回となっている。また、初心者

コースの準備と実施だけで時間的に精一杯の現状

では、中・上級者向けコースを企画・開催する余

裕がない。これまでは、業者から講師を派遣して

もらう講習会（以後、派遣講習会と呼ぶ）が時間

的な制約と業務負担の解決策とならないかを模索

してきた。中・上級者向けのプログラム実施を依

頼したこともあるが、こちらで実施する初心者対

象コースとレベル・内容の調整が難しく、また参

加者にはその主旨がうまく伝わらず、住み分けと

いう点ではあまり効果が認められなかった。さら

に派遣講習会では、講師はその業者のデータベー
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スの説明しかできないため、初心者のための紹介

プログラムとしては今ひとつ機能しない。加えて

広島大学は複数キャンパスを抱える地方大学であ

り、交通の便もあまりよくないことから、派遣講

習会の場合、各キャンパスの都合のいい時間・回

数での開催が困難な場合もある。これまでの経験

では、派遣講習会の開催は余分に手間がかかり、

図書館定期講習会のプログラムも従来通り実施す

ることとなり、派遣講師・図書館双方ともに負担

増の割には、効果が感じられない場合もあった。 
 

2.2図書館利用教育多様化への試み 
広島大学図書館では、利用者の利便性を向上

し学習機会を増やすため、対面式講習会以外の方

式での利用教育に関して様々な試みを行ってきた。

図書館ホームページでは、資料種別に検索ツール

の紹介と使い方の案内を行う「オンラインチュー

トリアル--オンライン学術情報利用ガイド--」2)を

2004 年から公開している。また、図書館定期講

習会で利用した説明資料は、講習会ホームページ

3)で公開している。授業の一コマを提供している

「情報活用基礎（実習）」では、e-learning 教材を

使用し 4), 5), 6)、履修生は後日参照することができ

るようにしている。 
しかし、広島大学図書館のオンラインチュー

トリアルは説明・解説資料となっており、文献デ

ータベースの検索の学習に欠かせない検索実習の

機能は付加していない。図書館講習会資料および

授業用の e-learning 教材は、対面での講習会に利

用することを前提に作成したものであり、自学自

習用の教材として最適とは言い難い。特に、検索

実習のためのガイド機能は不足している。 
オンライン教材には、クイズや終了テストの機

能を組み込み実習の自学自習を促すこともできる。

しかし、自学自習方式の場合、学習者に一定のモ

チベーションが要求される。また、進化を続ける

文献データベースについて、個別に起きるエラー

や疑問点に対応可能で、しかも、講師がガイド役

となりその場で質問や確認が可能な対面式の講習

会に代わることができるほどのインタラクティブ

性を備えたオンラインでのチュートリアルを作成

し維持するのは非常に難しい。よって、現時点で

は、特に初心者にとって必要不可欠なものである

として、対面式データベース講習会の実施を続け

ているわけである。 

2.3ウェビナーの検討 
トムソン・ロイターによるウェビナーの提供が

始まった 2008 年当初、広島大学図書館では、ウ

ェビナーなら、利用者にとって図書館への物理的

な移動という制約が解消され講習会参加の機会が

増えるのではないか、また図書館にとっては、外

国語データベース Web of Science と文献管理ツー

ルの EndNote Web について、利用指導をウェビ

ナーへ移行することができるのではないかと考え、

その内容やシステムを検討した。しかし、当初の

システムでは参加者側でプラグインのインストー

ルが要求されたため、ソフトウェアのインストー

ルが制限されている大学提供のパソコンでは受講

することができない場合もあった。また、講師へ

の質問に利用するチャットの操作や、講習を受け

ながら同時に実習をするために画面の切り替えな

どが必要であることなど、パソコン操作自体があ

まり得意でない初心者が参加するためには越えな

ければならないハードルが多く、広島大学図書館

が提供している初心者対象の対面式講習会との置

き換えは無理だと判断せざるをえなかった。 
 しかし、図書館施設・設備の面では、広島大学

中央図書館ラーニングコモンズ BIBLAの 2010年

オープンに伴い、大きな変化が訪れた。増築なし

で BIBLA のスペースを捻出するため、講習会専

用の部屋はなくなってしまったが、BIBLA 全体お

よびライブラリーホールには無線 LAN が導入さ

れた。ライブラリーホールには、プロジェクタや

マイク・スピーカー等の音声装置などがある。ラ

イブラリーホールで講習会を実施するなら、収容

可能な人数もかなり増える。そこで、講習会用の

ノートパソコンを追加購入した。講習会用ノート

パソコンは図書館のシステムおよび利用教育担当

が直接管理するので、プラグインのインストール

が可能となった。つまり、インターネット講習会

の実施に関するハード面でのハードルが下がった

わけである。残された課題である初心者への対応

は実施方法を工夫すれば解決出来るのではないか、

また充分に時間をかけて検討すれば内容の調整も

できるのではないかと、トムソン･ロイターのウェ

ビナー実施についての検討を再開した。2010 年 6
月からは、広島大学中央図書館とトムソン・ロイ

ターとの間で、広島大学構成員向けのウェビナー

開催について、本格的な打合せを開始した。 
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2.4 トムソン・ロイターによる「インターネッ
ト講習会」 

トムソン・ロイターでは、Web of Science 等の

データベースに関して 2008年からWebExによる

ウェビナーを実施していた。受講者とのコミュニ

ケーション方法として、WebEx では音声と文字に

よるチャットという 2 種類の機能が提供されてい

る。このうち音声の配信について、2008 年当初は

VoIP 方式であり、かつスピーカフォンあるいはイ

ヤフォンマイク等によって行っていた。実際に

WebEx にある音声コミュニケーション機能を利

用して講習会を実施した事例もあったが（大学図

書館では 2008 年岡山大学他）7)、受講者の音声が

間引かれたり小さすぎたりと、必ずしもクリアに

講師に届かない、受講者側でパソコンに音声装置

を使用するための設定が必要、大勢から一度に発

言された場合コントロールが難しい等の理由によ

り、2009 年には、音声は講師側から一方的に送信

するのみ、受講者からのコミュニケーション手段

はチャットのみという提供方法に変更した。なお、

会場と講師が直接携帯電話でやりとりしたことも

あるが、当時のシステムでは、携帯での会話は当

人同士のものであり、他の受講者等へ内容を知ら

せるためには、講師があらためて WebEx で説明

するしかなかった。 
2010 年から、トムソン・ロイターは WebEx の

新製品である Event Center を利用しウェビナー

「インターネット講習会」の提供を開始した。

Event Center を利用することで、インターネット

講習会受講者からの音声配信方法には、電話と

VoIP 方式のどちらかを選択できるようになった。

また、WebEx から配信する音声の質も改善された。

（ちなみに、講師も電話を WebEx に接続すれば

講習会が実施できるようになり、講師の側も場所

の制約から解放された。）また、2010 年 8 月のシ

ステム更新では、講師・受講者の間でやりとりす

る音声をブロードキャスティング方式で配信する

ことができるようになり、また、それまで必要だ

った受講者パソコンへのプラグインインストール

が不要となった。2010 年に広島大学図書館とウェ

ビナー実施を検討するにあたり解決されていなか

った課題は、最後に残された、図書館会場にいる

ような不特定多数の受講者とのコミュニケーショ

ンをどうコントロールするかであった。 
 

3 音声対話型ウェビナー 
3.1 検討事項 

広島大学構成員のためのウェビナーを実施す

るにあたり、広島大学中央図書館がこだわったの

は、不特定多数が受講する図書館会場と講師の間

で、音声による対話を可能にし、しかもその内容

を共有することであった。 
広島大学中央図書館で図書館員が実施する通

常の講習会では、基本的に講師および講師補助者

の 2 名が受講生の指導と補助にあたる注 1）。講師は

講習会を進行し、質問があれば答えるが、講師補

助者は会場を巡回し、進行が遅れている受講者に

対するアドバイスや、コンピュータ操作の補助な

どを行う。また、講師の進行が早すぎる、あるい

は受講者がどこかのポイントでわかりにくくなっ

ているなどの状況が発生した場合、それを講師に

伝える役割を果たす。講習会の受講効果を高める

ために、講師補助者の役割は非常に重要である。 
もし、ウェビナーで、コミュニケーション方法

が講師と個別の受講者の間に限られ、しかもその

コミュニケーションができるのは一定のスキルを

もつ受講者に限られるとすると、講師が会場の状

況を把握するのは至難の業だろう。 
2010 年当初にトムソン・ロイターが提供して

いた「インターネット講習会」では、講習会受講

者から講師への質問等は、チャットで行うことに

なっていた。通常の会議と違い不特定多数が参加

する講習会の場合、講師側にとっては、音声での

質疑応答よりチャットの方がコントロールしやす

いだろう。しかし、講習会受講者全員がチャット

に慣れているわけではない。講師の説明を聞き、

説明画面と実際のデータベース画面を切り替えな

がら実習を行う中で、さらに自分の質問を文章に

してチャット画面へ入力するには、それなりの熟

練が必要である。パソコン操作の煩雑さから、質

問をあきらめ、途中からはスピーカーから流れて

くる講師の声を聞いて終わってしまった、という

ことでは何のために講習会を受講したのかわから

なくなってしまう。 
また、音声で質問ができることにしても、講習

内容ではなくパソコン操作やアクセスについての

質問、あるいはあまりにも基本的で恥ずかしいと

受講者が思うような事項については、そもそも顔

の見えない講師に質問すること自体ためらわれる

だろう。さらに、自分の操作やエラーのおこった
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経緯、エラーの内容などについて必要充分に説明

するには、別の種類のスキルが必要になってくる。

チャットを含むパソコン操作の熟練、オペレーテ

ィングシステムや Web ブラウザの動作等につい

ての深い知識は、本来、文献データベース等の利

用とは別の次元のことであり、データベースの利

用方法を学ぶために必須の知識ではない。つまり、

ただ「チャットで質問できる」「音声で質問できる」

という機能を提供するだけでは、講習会受講効果

という点で不充分なのである。 
広島大学構成員のためのウェビナーを企画す

るにあたり、広島大学図書館がどうしても譲れな

かったのが、講師と会場のコミュニケーション問

題の解決であった。 
 

3.2 講習会実施方法 
3 ヶ月以上に渡る検討とテストの末、2010 年

10 月に「広島大学図書館 Web of Knowledge イン

ターネット講習会」を実施した（図 1）。この講習

会における講師と会場のコミュニケーション方法

について説明する（図 2）。 
まず、WebEx と会場で図書館員が持っている

携帯電話を接続する（WebEx から携帯へ電話をか

けることで接続できる）。接続された携帯電話へ音

声を発すると、その音声は講師の音声と同様に

WebEx 経由で全受講者へ配信される。 
図書館会場では、WebEx にログインしたパソ

コン 1 台を会場内のプロジェクタとスピーカーに

接続し、画面に表示される講習会の説明を会場ス

クリーンに投影、講師音声を会場スピーカーで流

すことにより、ウェビナーで流れる映像と音声を、

図書館会場の受講者全員が共有できるようにする。 
図書館会場の受講者は、講習会の説明映像が会

場スクリーンに投影されるので、各受講者パソコ

ンでのログイン、説明画面と実習用データベース

画面の切り替え操作等が不要となり、通常の対面

式講習会同様、説明を聞きながら検索実習するこ

とに専念できる。また、図書館会場では会場内マ

イクのかわりとして使用する携帯電話を通して講

師と会話を行うが、この会話は WebEx を通じて

配信されるので、図書館会場以外の場所から個別

にアクセスしている受講者も、会場と講師との間

で行われる会話を聞くことができる。（講習会進行

をコントロールするため、音声による会話は図書

館会場と講師の間に限り、個別アクセスの受講者

からの質問はチャットで行う。） 

この講習会において、図書館員は、会場ファシ

リテーターとしての役割を果たす。WebEx へ接続

されている携帯を持つ図書館員が会場内を巡回し、

補助講師として受講者からの質問を受け、またア

ドバイスをする。また、講師による講習会の進行

に合わせ、図書館会場受講者の理解度を確認・講

師へ報告し、受講者に対しては講師への質問をう

ながす。質問をする受講者には、マイクの代わり

に WebEx に接続された携帯を渡す。この方法で

あれば、一度に複数人から質問の意思を示された

場合も、図書館員が質問者を選択するので、一度

に発言できるのは 1 人だけとなり、講師が対応し

やすい。また、質問に時間がかかりすぎるような

場合は、図書館員が途中で問題を整理、あるいは

個別対応するなどの方法で、講習会の進行自体に

は影響が出ないようにすることも可能である。 
広島大学中央図書館の経験によると、会場受講

者は、講師へ直接質問するより会場内にいる図書

館員に個人的な補助を求めることが多い。ウェビ

ナーの場合も、通常の講習会と同様に単純なパソ

コン操作等についてはその場で解決するが、受講

者全員で共有する方がよいと判断した質問につい

ては、図書館員が必要に応じて表現を変え、ある

いは説明を加え、会場からの質問として WebEx
に接続された携帯を使い、講師に伝える。この質

疑応答は WebEx を通して会場外受講者に配信さ

図 1 講習会ポスター 

図 1 講習会ポスター 
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れるので、会場内外を問わず、受講者の間に

WebEx を通して一つの講習会に参加していると

いう一体感が生まれる。 
さらに、図書館員は、講習会の中で必要に応じ

て、広島大学独自の電子ジャーナルリンクや SFX
機能などの説明もする。この説明も、WebEx を通

じて全受講者へ配信される。講習会後、実際に受

講者が使用するデータベースは広島大学仕様のも

のなので、講習会の際に講師が示す画面表示およ

びそこに含まれる機能の違いについての情報は、

有益な情報と言えるだろう。 
 

4 まとめ 
今回、広島大学で行ったウェビナーは、調整に

時間がかかり広報期間が短かったことなどから、

図書館会場での受講者数は 9 名にとどまった。し

かし、参加者数に関わらず、今後の展開に繋がる

よい成果を得ることができたと考えている。 
まず、会場受講者からの質問が通常より多かっ

た。残念ながらデータはないが、これまでの経験

によると、初心者向け講習会では受講者からの質

問はあまり多くない。このたびのウェビナーでは、

図書館員が発言や質問を促すための話しかけをお

こない、また必要に応じて質問内容を整理し情報

を補足して講師へ質問を中継する手法をとったこ

とで、講師と受講者との間のコミュニケーション

が促進されたと推測される。 
また、図書館員がファシリテーターとして積極

的に役割を果たしていることが、音声配信により

会場外受講者にも伝わった。これは、後日、カウ

ンター等での質問や、他の図書館講習会について

の問い合わせなどへつながっており、図書館サー

ビスへの関心と利用が高まったと思う。 
図書館員にとってのメリットもあった。トムソ

ン・ロイターが準備した既成のプログラムを利用

し、必要な部分で説明に介入する形式を採用した

ことで、教材作成等の事前準備が最小限となった

にも関わらず、広大独自の内容についても受講者

へ伝えることができた。 
ウェビナー形式でのデータベース講習会の利

点は、パソコン操作と学内 LAN へのアクセスが

可能であれば、必要に応じていつでもどこからで

も参加できることであるのは間違いない。しかし、

このたびの経験から、図書館会場を設置し図書館

図 2 講習会実施方法 
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員がファシリテーターを務めることで、パソコン

操作等の初心者であっても、気軽に、しかも効果

的に受講できることがわかった。さらに、実施の

ための準備が最小限に抑えられたので、今後は提

供回数を増やすことが可能である。また、WebEx
には音声録音機能があるので、その講習会の録音

版を公開すれば、その場で理解しづらかった点な

どを後日確認することができるのも大きな利点と

言えるだろう。 
広島大学でのウェビナー開催以後も、トムソ

ン・ロイターが提供するプログラムは発展を続け、

受講者数も伸びている。広島大学中央図書館とし

ても、ウェビナーの積極的・継続的な実施につい

て考えていきたい。 
 
なお、本稿で報告した広島大学インターネット

講習会については、九州大学の事例とともに、雑

誌「情報の科学と技術」61 巻 12 号に事例報告と

して掲載される予定である 8)。本稿では、図書館

による利用教育についての情報を追加、また広島

大学事例について図書館の視点から経緯報告部分

に加筆し、あらためて考察を行った。 
 
注 
[1] 広島大学には、3 つのキャンパスにそれぞれ図

書館（分館）があり、協力し合いながら、各

キャンパスあるいは各図書館の状況にあわせ

た利用教育を実施している。本稿では、広島

大学図書館全体に関する事項については「広

島大学図書館」、中央図書館のみに関する事項

については「広島大学中央図書館」として区

別している。 
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